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分子配向制御技術は導電性高分子の光学的および電気的異方性を引き出すための重要な技術で

ある。我々は新たな分子配向制御技術として浮遊薄膜転写法（FTM）を提案してきた。[1-3] FTM 

は，高濃度の導電性高分子溶液を親水性粘性液体面上に展開することで配向薄膜を得る手法であ

る。ジケトピロロピロール系高分子（DPP2T-TT）は強いドナー-アクセプタ相互作用のため優れ

た凝集特性を持ち、高い電荷輸送特性を示す近年開発された最も有望なｐ型有機半導体材料であ

る。これまでに我々は FTMによる DPP2T-TT配向薄膜の作成を試みたが、その高配向化は実現で

きていない。今回、チオフェン系高分子の FTMでの高配向化が確認されている成膜液体面温度を

高温に設定することで、DPP2T-TTの配向薄膜を得ることに成功し、異方的電荷輸送性を示す有機

薄膜トランジスタ（OTFT）の作製に成功した。 

温度制御されたエチレングリコール：グリセリン（3：1）混合液体面上に、リボン状 FTMによ

り濃度 15 mg/mlの DPP2T-TTクロロホルム溶液を 10 µl展開することで成膜し、疎水処理したガ

ラス基板に転写することで FTM膜を得た。高温 FTM

では温度上昇に伴い、膜展開速度の増加および膜厚

の増加が観察された。これは溶媒の蒸発速度増加に

よる効果と考えられる。偏光光吸収分光測定では、

室温で成膜された FTM 膜では明確な二色性が観察

されなかったが、90 ℃で製膜された FTM 膜は明確

な二色性が観察され、高温 FTMにより DPP2T-TTの

配向化に成功した。 

高温 FET により得られた DPP2T-TT 配向薄膜を用

いたトップコンタクトボトムゲート型 OTFT を作製

した。主鎖配向の平行方向に 0.42 cm2V-1s-1、垂直方

向に 0.18 cm2V-1s-1の正孔移動度をそれぞれ示し、分

子配向制御による DPP2T-TT の異方的な電荷輸送特

性を観測した。 
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Structure of DPP2T-TT 
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Figure 1. Polarized UV-vis Spectra 
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